
 

飯田市保育家庭課 

 

寒さが一段と厳しい時季ですね。2 月は節分がありますが、節分とは本来季節が移り変わる節日を

指し、立春・立夏・立秋・立冬それぞれの前日に、一年に 4 回あったものでした。昔の日本では、 

春は一年のはじまりとされ、特に大切にされたため、冬と春を分ける日のみを節分と呼ぶようになっ

たそうです。季節の変わり目には体調も崩しやすくなりますので、毎日の食事では、栄養のあるもの

を食べて寒さを乗り切りましょう。 

 

食事に関するアンケート  

６月の食育月間では、食事と睡眠に関するアンケートにご協力いただき誠にありがとうございまし

た。ご回答いただいたアンケート結果をご報告いたします。今月で最後となりますが、「食事で困って

いること・知りたいこと」についてです。 
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※複数回答可、家庭数に対する割合 
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半数を超えるご家庭で、食べ方で悩みを抱えているという結果になりました。偏食や食べムラについて

は、成⾧するにつれ、いろいろな食品を経験することで、自然と食べられるようになることがほとんどで

す。遊び食べについては、食事のときにはお腹が空いているようにする、おもちゃは片付ける、テーブルや

イスの高さを調整し、足がぶらぶらしないようにする、なるべくテレビやスマートフォンは消すなど、食事

に集中できる環境を整えましょう。ある程度食事時間を決め、食べ物で遊んでいるだけで、口にもっていか

ないようであれば、言葉をかけて終わりにしましょう。 

裏面へ 

 



間食について 

保育園ではおやつが出るので、帰宅後におやつを食べる必要はないですが、お兄ちゃん・お姉 

ちゃんが食べている姿を見たり、帰宅してほっとすることで、食べたくなってしまう気持ちも 

あるかと思います。おやつは栄養を補うだけでなく、疲れをいやし、気分転換をはかる「休息」の

意味もあります。時間と量を決めて、食事量が減ってしまわないように、食べすぎないように 

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はしが持てるようになるには・・・ 

乳幼児の体は、体の中心から末端に向かって、順を追って発達していきます。はしを使うと 

いう、指先の微細運動を獲得するためには、その前段階として、体の中心、肩や腕というように

粗大運動から発達を促していくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はしの持ち方 

1.はしの片方（固定ばし）を、親指の根元に挟みます。 

2.薬指を軽く曲げて第一関節を下に添え、親指と薬指で支えます。 

3.もう片方のはし（作用ばし）は親指のはらで挟み、中指の第一関節で支えます。 

4.作用ばしの支えをしっかりさせるために、小指を薬指に添わせます。 

 

 

 

 

○おはしの長さの目安としては、子どもの手を広げて、手首～中指の先の長さ＋3cm くらい。 

素材は木製か竹製で、四角か六角で滑り止めのついているものが良いでしょう。 

 

ハイハイ、鉄棒に 

ぶら下がるなど、 

体全体を使った遊び 

ボールを 

つかんで投げる、 

新聞紙・チラシを 

ちぎるなど、腕を 

使った遊び 

積み木、 

大き目のパズルの 

ピースをはめ込む、 

クレヨンを手に持って 

なぐり描きするなど 

手を使った遊び 

シールを 

はがして紙に貼り付け

る、折り紙、洗濯ばさみで 

紙や布などを挟むなど 

指を使った遊び 

☆市販のおやつは糖分や塩分が気になるので、食べるときは、小袋を 

1 日 1 つだけというように、こどもと約束をして食べさせましょう おすすめのおやつとして・・・ 


